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開会 午後３時 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長  ただいまから平成２７年第１７回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員として、 

佐藤元治委員を指名いたします。 

○松本委員長 日程の第２に入ります前に、本日の議案第 1 号が、教育委員会会議規則第１６条第１

項第１号に該当いたしますので、非公開とさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 

 異議なしと認め、議案第１号は非公開ということでよろしくお願いいたします。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長 日程の第２、教育長報告をお願いします。 

○吉田教育長 では、４点にわたって報告したいと思います。 

 まず、地域貢献活動についてでありますが、広島建設株式会社様におかれましては、毎年市内

の小中学校施設を対象に、修繕を実施していただいております。本年度は、北の台小学校校庭の

排水施設の修繕を行っていただき、９月２９日に教育長名で感謝状の贈呈を行っております。 

 次に、文具、色鉛筆、定規の寄贈についてでありますが、夏に市商工会青年部様が、北広島駅

前で開催いたしました第９回チャリティービアガーデンの収益金の一部から、市内小学校１年生

全員に色鉛筆と定規を寄贈していただきました。９月２９日に各校の代表として西の里小学校の

子供たちに直接手渡しをしていただいたところであります。 

 次に、キッズスポーツ塾についてでありますが、幼児期からスポーツに親しむきっかけづくり

を行うことで、子供たちの体力低下や、スポーツ離れの傾向を緩和することを目的として、翌年

度に小学校に入学する幼児を対象に、市教育委員会と生涯学習振興会、ＮＰＯ法人北広島市体育

協会が連携して実施をしております。今年度は、９月３０日から来年２月１９日までの期間に、
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市内５地区で各５回の教室を地区体育館などで開催しているところであります。 

 最後に、文化賞・スポーツ賞等表彰式についてでありますが、１１月３日に芸術文化ホールに

おきまして開催いたしますので、委員の皆様におかれましてはご出席をいただきますようお願い

を申し上げます。 

 以上であります。 

○松本委員長 ありがとうございました。 

 

 

◎日程第３ ○議案第１号 北広島市教育施策審議会委員の委嘱について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第２号 平成２７年度全国学力・学習状況調査の結果公表について 

 

○松本委員長 議案第２号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第２号平成２７年度全国学力・学習状況調査の結果公表についてであり

ますが、本市の調査結果につきまして、別紙のとおり公表したいので、北広島市教育委員会事務

委任規則第４条の規定により教育委員会の議決を求めるものであります。 

 この調査は、本年４月に文部科学省が全国の小学校６年生と中学校３年生を対象に、国語、算

数、数学、理科の３教科の学力と、学習習慣、生活状況などについて、悉皆方式により実施した

ものであり、本市においては全ての小中学校が参加したところであります。 

 学力調査の結果の公表に当たりましては、国の平成２７年度全国学力・学習状況調査に関する

実施要領において、市町村における公立学校全体の結果について、それぞれの判断において公表

することが可能であることとされておりますが、調査により測定できるのは学力の得点の一部分

であり、学校における教育活動の一側面であることなどを踏まえるとともに、序列化や過度な競

争が生じないようにするなど、教育上の効果や影響等に十分配慮することが重要であることから、

本市の平均成長率や学校ごとの比較などは行わず、全国の平均成長率を基準にした表現により、

具体的な傾向を示すこととしており、また、学習状況調査の結果につきましても、学力と学習状

況には深い相関関係があることから、合わせて公表することとしております。 

 教育委員会としましては、この結果を各学校に説明するとともに、次年度の学校教育の推進方

針につなげてまいりたいと考えております。 

 なお、この内容につきましては、１０月１９日に開催いたします議会の建設文教常任委員会で

も報告してまいりたいと考えております。詳細につきましては、この後、常田学校教育相談員か

らご説明を申し上げます。 
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○常田学校教育相談員 平成２７年度全国学力・学習状況調査結果の公表案について説明させて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 別紙、お手元の全国学力・学習状況調査と書かれました資料１をもとにお話をさせていただき

ます。 

 最初に、４ページをご覧ください。 

 本調査の目的は、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題

を検証、改善を図る。もう一点は、学校における児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改

善などに役立てることとしています。 

 調査の対象は、小学校６年生、中学３年生の全員となります。 

 調査の内容は、２種類あります。一つは、いわゆるテストでありまして、小学校６年生は国語、

算数、理科。国語と算数は、ＡとＢという問題がありまして、Ａは主として知識に関する問題。

Ｂは主として知識や技能を使うこと。いろいろな課題を解決するために、見通しをもって取り組

むに関する問題の２種類があります。理科は、ＡとＢが一体となっている問題がございます。中

学校は、国語、数学、理科の３教科で、種類や内容は小学校と同様で、国語がＡとＢ、数学Ａと

Ｂ、そして理科というふうになっております。 

 続いて５ページをご覧ください。もう一種類は、児童生徒の生活習慣や学習環境に関する質問

紙調査です。いわゆるアンケートです。児童生徒には学習意欲や生活習慣などについて質問され

ています。学校に対する調査も行われ、各学校の指導方法についての取り組みや教育状況の調査

を行っています。調査は、本年４月２１日に実施をされ、本市では小学生が５９７名、中学生が

５４０名調査を受けました。表にはございませんが、欠席者は小学生が１２名、中学生が２１名

となりました。 

 続いて、６ページをご覧ください。本調査、平均正答率の通知を公表いたしませんので、全国

の平均正答率との差を文言で表記をしております。本市では、平均正答率とのポイントの差がプ

ラスマイナス３ポイント未満である場合を同様、プラス３ポイント以上９ポイント未満をやや高

い、プラス９ポイント以上を高い、同様にマイナス３ポイントから９ポイントの間のものをやや

低い、９ポイント以下を低いという表記をしてございます。 

 それでは、初めに本市の小学校全体の傾向についてお話をいたします。 

 ７ページとなります。概要といたしましては、全ての教科、問題で小学校の場合、全国と同様

な結果でございます。 

 次に、教科ごとの調査結果について、８ページから１７ページまでに掲載しております。 

 初めに、国語ＡＢについてお話をいたします。どちらも全国と同様の結果でございました。個

別の問題では、全国平均正答率を３ポイント以上上回ったり、あるいは逆に下回ったりするもの

がありますが、例えば中には聞き手として話の内容をまとめたり、自分の考えを記述することが

やや苦手とする傾向がございますが、全体としては概ね良い結果であると判断いたします。国語

での無回答率がＡ・Ｂ両方とも全国を下回ってございます。無回答率という表記は、問題を解く

際に、回答欄に何も書かなかった割合を申します。初めから諦めていたり、あるいは解いている
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最中に断念してしまう児童がどの位いるかという割合を表しているものを無回答率と言っており

ますが、そういう数値が少ないという結果となり、これは日頃からの学校での指導の成果の一つ

と言えるところでございます。 

 続いて、資料１１ページから、算数Ａ・Ｂについてご説明をいたします。算数についても、Ａ・

Ｂ両方とも全国と同様な結果です。問題Ａでは、分度器を使って１８０度より大きい角の大きさ

を求めるところが苦手とするところでございまして、問題Ｂでは、割合に関する問題がやや苦手

であるという結果でございましたが、算数も全体としてはよい結果であったと判断をいたします。

算数での無回答率も前記と同様な結果であります。 

 続いて、理科についてご説明をいたします。１５ページからとなりますが、小学校理科では、

物質、エネルギー、生命、地形という領域で分かれていますが、全ての領域で本市ではやや高い

か、同様な結果でございました。個別の問題では、根拠を説明したり、理由を書くことをやや苦

手とするところがあります。理科での無回答率も全国より低く、理科全体として本市の小学校で

も概ね良い結果であったと判断をします。 

 以上が、小学校での教科に関する評価についての説明でございました。 

 次に、中学校についてのご説明をいたします。中学生徒でございます。全体的傾向としては、

国語、数学が全国と同様で、理科は全国よりもやや高い結果を示しております。 

 教科ごとについてでございます。国語のＡは、全国と同様の結果でございます。Ｂについても

全国と同様な結果でした。ただし、自分の考えを持って適切に書くことについては、全国に比べ

るとやや低い結果です。中学校における国語の無回答率も全国と比べて同様な結果でした。国語

についても概ね良い結果であると判断をいたします。 

 数学Ａ・Ｂについてでございます。数学についても全国と同様な結果でございます。数学Ａで

は、図形や関数に関する問題が全国よりも高い、逆に数と式ではやや低い問題もありました。数

学Ｂでは、数と式で説明する問題がやや苦手な結果でしたが、全体としては全国よりも高いか、

同様な結果でありました。数学における無回答率も全国と同様の結果でした。数学も概ね良い結

果であったと判断いたします。 

 理科についてご説明いたします。全体的には、全国より高い傾向にあり、良い結果だと判断を

いたします。中学校理科では、第１分野と第２分野がございますが、どの分野もよい結果と判断

をいたします。 

 引き続き、資料２９ページのご説明をさせていただきます。質問紙調査、先程ご説明しました

小中学生へのアンケート調査の結果でございます。 

 本市小学校６年生の調査からは、小学生は将来への夢を持ち、自分で計画的に勉強しています。

人の役に立ちたいという気持ちより将来理科や科学技術に関係している仕事につきたいと思って

いる児童の傾向が全国と比べると大きい。生活習慣については、テレビを見たり、ゲームをして

いる時間が全国と比べて多いのですが、自分で計画を立て、勉強している児童の割合が全国に比

べて高くあります。自分のことや周囲の人との関係では、学校の決まりを守って、学校生活を送

っていて、人の気持ちが解るようになりたい、将来には人の役に立つ人間になりたいと思ってい
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る児童の割合が高いということが表れております。 

 続いて、授業などについてです。算数の勉強が好きだと回答した児童の割合は、全国よりもや

や低いのですが、国語、算数、理科の勉強が大切だと答えた児童の割合が全国よりも高い割合に

なっています。 

 次に、３２ページから中学生の質問紙調査の結果についてご説明いたします。本市中学生は、

難しいことでも失敗を恐れず挑戦しようとし、友達の前で自分の考えや意見を発表することが得

意だと答えております。さらに、新聞を読み、地域や社会をよくするために何をすべきかを考え

ている傾向があると判断をいたします。 

 生活習慣では、中学生も小学生同様、テレビやゲームをしている時間が全国に比べたら多いの

ですが、自分で計画を立て、１時間以上勉強していると答えた生徒の割合が高くおります。自分

のことや周囲の人との関係では、きちんと社会の出来事に関心があると答えた生徒の割合が高く、

また、新聞を読んでいると答えた生徒の割合も全国よりも高くなっています。 

 中学生が答えている授業についてでございますが、国語と理科の授業が好きで、読書が好きと

答えた生徒の割合が高くなっております。一方で、数学の勉強が好き、大切だと答えた生徒の割

合が全国よりも高い数値となっております。理科や科学技術に関する仕事に将来つきたいと答え

た生徒の割合は全国よりも高い結果でございました。 

 ３４ページは、学校に対するアンケート結果からでございます。本市の小中学校では、授業の

目標や目当てを授業の始めに児童生徒に示すように取り組む、授業の最後にはその時間に学んだ

ことを振り返り取り組んでいるということがあります。 

 続いて、３５ページです。クロス集計のお話をいたします。 

 クロス集計とは、複数の項目を比べる統計的な手法の一つです。小学校６年生の教科に関する

調査結果と、質問紙調査の結果を調べたものとなります。グラフの見方は、簡単に読みますと、

上の小さい青い点と、下の赤い点の間の長さが長いほど強い関係があるといえます。例えば「朝

食を食べていますか」という問いに、「はい」と答えた児童のほうが平均正答率が高い傾向にある

と読み取ることができます。一般的には、家庭での生活習慣が身についていて、学校生活では学

級活動に積極的に参加をしたり、意欲的に取り組むことが平均正答率の高さと強い関係があると

いうことがわかります。また、保護者の方が学校のことに関心を持っている、学校との関わりが

強い児童の平均正答率の関係が強いというふうに読み取ることができます。 

 同様に、３６ページは、中学校のクロス集計の結果となっております。 

 中学生の家庭での生活習慣が身についていて、授業や学級での活動に積極的な生徒の平均正答

率の関係が強いというふうに読み取ることができます。 

 ３７ページに移ります。今までお話をしてまいりました調査結果の総評を載せています。本市

のこれからの取り組みにつきまして、３８ページの（５）に載せています。 

 今年度の全国学力・学習状況調査の結果は、本市は全国と概ね同様の結果です。これからも市

内小中学校では、児童生徒の実態を的確に把握し、それぞれの実態に応じた資料、計画をもとに

基礎的、基本的な内容の確実な定着がなされるよう、工夫と改善を繰り返していかなければなり
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ません。 

また、キャリア教育の実践を本年度から進めましたが、児童生徒が自分自身を知り、さらによ

りよい自分を探る手立てとして、夢を抱き、実現に向けて努力を重ねる人間形成に取り組んでい

かなければならないと考えているところでございます。 

 以上、今年度の全国学力・学習状況調査結果の公表案について説明をさせていただきました。

ありがとうございました。 

○松本委員長 常田先生のほうから公表と内容のまとめについてのご説明をいただきました。も

う一度確認ですが、この内容をいつ、どういう方法で公表していくのかということについて、確

認でお願いします。 

○櫻井学校教育課長 先ほど次長のほうからもご説明申し上げましたとおり、来週月曜日１９日

に市議会の建設文教常任委員会が開催されますので、その中でこの内容について説明をさせてい

ただきます。その説明後、速やかにホームページで、これをそのまま、この形で公表するという

ふうに考えております。 

○松本委員長 学校や保護者には、どのように、それと、学校ごとの公表をそれぞれの小中学校

ではどのようにしていくのか。 

○櫻井学校教育課長 学校ごとの結果につきましても、今現在、各学校で作成中です。あと、分

析の仕組みといいますか、それは北海道教育委員会のほうから示されることになっているのです

けれども、まだ質問紙調査との集計の部分ですとか、道教委のほうからまだシステムの内容がま

だ届いていないという状況にありまして、それが届きしだい各学校もそれを作り分析もして、各

学校ごとの結果はなるべく早いうちに、市のほうが全体の部分が公表された後、できるだけ速や

かに各学校のほうで公表ということにしており、特に市内の学校のほうには、この内容について

もお知らせはしますが、全ての保護者に対して、これを全部プリントして配布することは考えて

おりません。 

○鹿野教育部次長 市の結果の公表については、学校に対して再来週の２６日火曜日に校長、教

頭もしくは教務主任に私どもから説明をすることになっています。また、各校の公表の仕方、ス

ケジュールについても、その際に説明し、それぞれの学校で取組んでいただくことになっていま

す。 

○松本委員長 この資料の、この先のすり合わせと、それから、各学校でそれぞれどうするかに

ついては現在検討中であり、何をどの程度ということについては、これからのことにするという

ご説明をいただきました。 

 二つに分けて、審議いただきたいと思いますが、まず委員の皆様から、先ほどご説明いただい

た内容に関して、何かご質疑ございましたら、いかがですか。 

○佐藤委員 小学校も中学校も１日当たり１時間以上勉強しているという結果なのですが、これ

は、塾を除いてということですか。 

 それともう一つ、３６ページの中学校生徒クロス集計の結果からというところで、一番最初の

部分で、「１年生のときに受けた授業では、自分の考えを活用する機会が得られていたと思います
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か」という答えに対する結果なのですが、これは生徒が自分でできることではなくて、やはり学

校の中で先生にあてられたり、発表する場が与えられているかという部分の答えであって、生徒

同士のものではないのではないかという気がするのですが、あてられなかったら答えられないで

しょうし、それを生徒に聞くというのはどうかと思ったのですけれども。 

○松本委員長 発表の機会を、どう受けとめたらいいのか。発表自体というのは、あてられて自

分で言うのも発表なのか、それとも別の課題解決するときに何か取り組んだものを発表するとい

う機会があったということにするのか、発表の機会ということの意味合いと、それを誰がどう機

会があったか、なかったかという判断は、仮に生徒に聞いたとして、大丈夫だと言う、言わない

の確認だと思うのですけれども。 

○常田学校教育相談員 質問の意図は、いま次長がお話していただきましたように、適応場面で

学習する内容を、自分の考えを色々な方法でまとめたり、発表したりする機会がありましたかと

いうことを振り返る調査でございます。一方、学校にも同様の質問がございまして、学校が、児

童生徒が、自分の考えを発表する機会を与えるような指導の工夫や改善をしたかという質問もし

ております。それをあわせて私たちは回答では、指導改善に当たろうというように思っている質

問でございます。 

 以上でございます。 

○松本委員長 他に。 

○吉田教育長 前のページの３４番の説明、これは学校に聞いているのです。やはりそのような

場を沢山つくっていることがわかって。 

○佐藤委員 １００％なのに、これだけ高めるというのが、結局、先生方はみんなやっています

と言っているけれども、生徒の中では 

○吉田教育長 そういう別な視点は当然必要です。教師と子供のギャップに留意し、リンクさせ

ながら見ていくことが大事ですね。 

○佐藤委員 もう一つ、いじめはいけないというアンケートありましたね。いじめはいけないと

いうことに対して、小学生が９６.５％はいじめはいけないと理解はしていると。残りの３.５％は

どう思っているのかなというのが少し気になるところで、その辺りをどう捉えているのかという

のが気になったのですね。 

○常田学校教育相談員 この後、それぞれの学校でどの指摘をしている結果を踏まえて、絶対い

けないと答えていない生徒にどのように教育的な指導をしているかということを考えながら進め

ていく材料にしてまいりたいというように思っています。    

○吉田教育長 ６月と１１月に、いじめの調査をするのですね。６月ぐらいのいじめについてど

う考えますかという質問に対して、２割ぐらいがよくないとは思っていないのです。あるいは無

回答だったのです。そこが問題なので、学校にはずっと働き掛けをしてもらったり、道徳であっ

たり、学級活動で指導してもらっています。今年度の中３の子は、９６％と、よくないと思って

いる子が多いというのがここで読み取れます。いじめ調査でいくと、２割ぐらいの市内中学生の

中にいじめについて余り深い考えのない子がいるところがこれまでも課題でした。こういうデー
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タがあると、この中３は一定程度意識が高まっている学年であり、１・２年生の指導を振り返っ

てみることができます。このデータ全てが正しいかどうか、感覚的な部分もあるのでしょうから、

観察しながら指導の程度とか、どこを深掘りするかを学校ごとで判断することになろうかと思い

ます。 

○松本委員長 これは以前のこの会議でも、いま教育長がおっしゃったような数字が出てきまし

たので、少なくともゼロであって、しかし現実には起こる。気持ちはそうだけれども、というよ

うな、それかなと思うのだけれども、常に一定程度いるということについて、話題になっていま

すけれども、よく分析、検討していただいて、対応をしっかりととっていくことが大事かなと思

います。他に。 

○大山委員 このアンケートは名前を出さないアンケート結果なのですよね。 

○常田学校教育相談員 はい、そうです。 

○大山委員 男女比率というまでもわからないのですよね。男の子はこう思っていて、女の子は。 

○常田学校教育相談員 はい、まとめていません。     

○石井委員 もし父兄がこういうのをみたいと言ったら、ホームページを見ればいいということ

なのですか。 

○常田学校教育相談員 この後、ホームページで公表させていただきますので。 

○松本委員長 ネット環境になくて、見たいのだけれどもというときはどうするのですか。 

○石井委員 そうですね、そっちですね。 

○櫻井学校教育課長 そういう声があれば、そういう方に対してのみ冊子であげるというのは可

能なのですけれども、全員の家庭に対して、冊子となりますと相当な経費がかかってしまうもの

ですから、今のところ考えていません。ご要望があれば、その方にだけお渡しするような形はと

れます。 

○松本委員長 それは、どこかの時点で、市民のほうに公表したのですが、希望があればお渡し

しますよみたいなアナウンスはどこかでするのですか。 

○櫻井学校教育課長 そうですね、学校を通じて。 

○松本委員長 学校を通じて保護者というのもあるし、そういう意味で一般市民も見たいという

こともありますね。おじいちゃん、おばあちゃんとか。これから小学校に上がる人だとか。教育

に関心のある元先生・教員を含めて一般市民には、どういう格好でこれは公表するのかしないの

か、対応するのか。 

○櫻井学校教育課長 今のところホームページ以外では、考えていません。 

○松本委員長 ホームページはホームページとして。ホームページを見られない人で、アクセス

が可能でないわけですから、そういう方へのメッセージとして、必要があるとかないとかという

よりも、むしろオープンですよ、公開しているわけですから。希望があればどうぞというアナウ

ンスがどこかであってもいい。結果、希望者ゼロかもしれません。急ぐことはないのであって、

新聞報道の公表の際に、一覧に記事にしてもらうし、広報みたいなところで、特別こういうふう

になりました。こんな傾向でしたと。もし希望があれば、そういうようなことは考えられないの
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か。単にホームページで示しておいて、いろいろな口コミの中で、欲しいのですけれどもと来た

ら、対応するという程度にするとか。 

○櫻井学校教育課長 広く周知という部分が、広報に掲載するスペースというのは、年間限られ

ている部分もあって、広報というのはなかなか難しいというところもあります。新聞報道ですと、

例えば道新をとっていない家庭はどうするのだというところになったときに、困ります。 

○水口教育部長 １０月２６日に各学校に説明会をやりますから、その状況で、次回の教育委員

会の中で、こういう形にしますというものを示させていただきたいと思います。 

○松本委員長 検討いただいて、そのあたり今後どうしていくのかということ、何が可能かとい

うことを検討してもらえればなと思います。 

 内容についてのご質疑まだありますか。 

先ほどの再来週の月曜日以降の公表の方法などについて、お気づきの点や、何か提案的なこと

ありますか。 

○佐藤委員 一つあるとすれば、小学校６年生と中学校３年生の時に、こうやって生徒は調査す

ると、親は確かもらわないわけです。こういうものというのは、まずいま言ったように出てこな

い。そう考えた時に、受けさせた親は、知りたいのではないのかなというのがあるのですよね、

やはり受けた以上。その時に、ホームページ上でしか見れないとか、求めない限り出てこないと

いうのは、本当にそれでいいのかというのが少し気になっているところです。 

○鹿野教育部次長 まず受けた子については、個人のデータとして、自分の正解答率についての

シートが個票として渡されます。 

○佐藤委員 それは、もらって知っています。 

○鹿野教育部次長 各学校において、これをもとに分析した結果を保護者に知らせていると思い

ます。その中でもう少し具体的に、各校の状況などを知らせて、なおかつこういう課題があるの

でこんな取り組みをしていきたい。学校ではこのような改善をしていきたいと、改善プランとい

う形にして公表しています。 

○石井委員 学校ごとなのですよね。統一ではないのですよね。全市の同じものをというわけで

はなくて、学校ごとなのですよね。 

○吉田教育長 学校ごとで子どもが違いますので、学校ごとの分析結果の公表でどこが弱いとか

強いとかも変わりますことから、そっちのほうが保護者は分かるかなと思われます。ホームペー

ジでの公表のほかにどのような方法があるのかは、ちょっと検討の余地はあるかと思います。 

○佐藤委員 それがいいのか、どうなのかというのは、まだわからないですよね。やはりやる以

上は、全国でどうなのか、全道でどうなのか、市でどうなのか、やはり知りたいですね。 

○吉田教育長 知りたいですよね。例えば図書館とか、そういうところにありますよと、広報さ

せてもらって、ご覧ご覧いただける場を工夫する。配るのではなくて、閲覧方式について考えて

みたいと思います。 

○松本委員長 市民の方、保護者含めて図書館なら図書館、こういうところに常備しますからと

いうことが何とか伝われば、それはそれでいいと思うのですね。 
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○大山委員 例えばホームページにこの結果が公表されまして、パソコンで見る方もいるでしょ

うけれども、ほとんどの方はスマホで見たほうがいいなという人も、手軽でぱっと見る人はスマ

ホのほうが手軽かなと思うと思うのですけれども。そのアドレスのＱＲコードというのは、簡単

につくれると思うのですが、学校を通してでもいいのでＱＲコードをかざせば結果がスマホで見

れますよというふうに教えてくれるような工夫があると、見に来る親は増えてくるのではないか

と思うのですけれども。 

パソコンを開いてみるまでの作業に比べると、気軽に見やすいので、それはありがたいなと。 

○櫻井教育部次長 ＱＲコード化するのは簡単です。 

○櫻井学校教育課長 ＰＤＦになってしまうので、なかなか見づらいかなと思うのですよね。 

○佐藤委員 パソコンで見る分にはいいですね。 

○石井委員 社会とか、地域に関心を持っているという子が、結構今回多く出ていたので、何か

少し安心したというか、そんな感じがしました。 

○鹿野教育部次長 おそらく、地域の方々の学校への関わりというのは、北広島市内ではすごく

充実してきているのかなと思っています。 

○石井委員 文書に、こうやって載っていて、今までこれほどではなかったような気がしますか

ら。働きかけが良かったんでしょうね。 

○吉田教育長 数年前は、地域への関心が低い傾向が見られましたね。 

○石井委員 なかったでしたね。そんなに。 

○吉田教育長 小中連携や、あるいは学校地域支援本部授業、コミュニティ・スクールという取

組があって、地域の人の力を借りているのが大きいのですよね。子供たちもそれを見ていて。 

○石井委員 わかってきたと思うのですね。 

○吉田教育長 それから、地域の行事にも結構出てくるようになってきているように思うのです。 

○石井委員 いいことだと思います。 

○吉田教育長 そこは、確かにデータ的に動きが見えますよね。 

○石井委員 はい。 

○松本委員長 あと、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 それでは議案第２号につきましては、この先、よりきめ細かな公表の工夫は検討

していただくことにして、本日お示しをいただきましたことの内容及び当面の公表の仕方につき

ましては、ご説明いただいたとおりということで、決定をさせていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

 

○議案第３号 市議会定例会提出議案について 

 

○松本委員長 議案第３号についての説明をお願いいたします。 
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○櫻井教育部次長 議案第３号市議会定例会提出議案についてでありますが、市議会第４回の定

例会に平成２７年度北広島市一般会計補正予算を提出することについて、市長から意見を求めら

れましたので、教育委員会の同意を求めるものであります。 

 補正予算の内容につきましては、５ページをご覧いただきたいと思います。 

 まず、歳入でありますが、寄附金の教育費寄附金につきまして、９月に市内広葉町在住の堀川

悦氏から受けました寄附金５,０００円を奨学金に積み立てるため５,０００円を増額するもので

あり、学校図書購入費として、同じく９月に北広島市建設業協会から受けました寄附金１２万６,

０００円を増額するものであります。 

 続きまして、歳出でありますが、教育総務費の教育振興費のうち、教育振興経費の積立金につ

きましては、歳入でご説明しました堀川悦氏から受けました寄附金５,０００円を奨学金に積み立

てるため５,０００円を増額するものであり、学校図書館活用事業につきましては、これも歳入で

ご説明しました北広島市建設業協会から受けました寄附金１２万６,０００円を学校図書の購入

に充てるため、需用費を増額するものであります。 

 次に、住宅管理費の教員住宅管理経費につきましては、管理者住宅の代替住宅となる若葉町教

職員住宅の内部修繕を行うため、修繕料３００万円を増額するものであります。 

 なお、この補正予算の内容につきましては、現在要求レベルであり、今後自社査定を受けて改

修関係となりますので、その点をご了承お願いいたしたいと思います。 

 以上が、補正予算の内容であります。 

○松本委員長 何か、ございますか。 

（異議なし） 

○松本委員長 特にないようですので、議案第３号につきましては、原案どおり可決します。 

 

 

◎日程第４ その他 

 

○松本委員長 日程の第４になります。日程第４、その他をお願いします。 

○櫻井教育部次長 日程の前に、臨時休校の関係につきまして、部長のほうから報告します。 

○水口教育部長 口頭で報告させていただきます。 

 小中学校の臨時休校措置についてでございますけれども、１０月８日木曜日、台風第２３号か

ら変わった温帯低気圧による影響によりまして、本市におきましても朝の４時５０分に暴風警報

が発令されたところでございます。 

予報の内容から、通常下校時刻の前後等に風が非常に強くなると判断いたしました。小中学校

に対しましては、給食時間を早めた上で、１２時３０分を下校時刻の目処とし、集団下校と児童

生徒の安全に配慮した対応をするよう指示するとともに、学童保育など関係する機関に情報を提

供したところでございます。この措置につき、各小中学校の適切な対応により、特段な混乱はな

かったものと考えております。 
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 以上でございます。 

○吉田教育長 最近は少し台風や、異常気象が多いので、なかなか対応が難しいなと思っていま

す。 

○櫻井教育部次長 続きまして、日程の関係等。 

 次回の第１８回の教育委員会につきましては、１１月１１日水曜日３時から、こちらの教育委

員会会議室で行いたいと考えております。予定議案につきましては、第４回定例会に提出いたし

ます教育行政報告と、また今回も提案させていただきましたが、さらに提出を予定しています市

議会定例会の提出議案等について予定しているところです。 

 その他、日程についてですが、この前までの教育委員会でもご案内をしていますが、今月の２

１日水曜日、新篠津で２７年の石狩管内教育委員会委員研修会が開催されます。当日は事務局職

員で送迎を行いたいと思っています。１時からということで、よろしくお願いをいたします。送

迎計画については、１０月１日の協議会で配付済みですので、その時刻でお待ちいただければと

思います。 

 その他の日程ですが、第２回の総合教育会議の関係ですが、既にご案内していますが、１１月

４日水曜日３時から本庁舎２階の会議室で予定をしております。議案については、今のところ調

整中でございます。 

 なお、議題等がはっきりいたしましたら、１０月の最終週になるかと思うのですが、時間をと

って委員の方々に内容等について打ち合わせ等もさせていただければと思っています。２６日の

週と、今のところ考えております。 

 続きまして、１１月１７日旭川市で開催されます北海道都市教育長秋期定期総会に吉田教育長

が出席する予定です。 

 続きまして、第３回市議会定例会では一般質問の答弁内容について、部長のほうからご説明い

たします。 

○水口教育部長 お手元の資料に基づきまして、内容をご覧いただきます。 

 平成２７年第３回定例会議、一般質問でございます。 

 今回の議会では、１４名の方が質問いたしまして、そのうち１０名の方が教育行政関係の質問

をされています。 

 白地の部分が教育長答弁でございます。グレーになっている部分につきましては、再質問の内

容となっています。 

 まず、１ページ目は、大迫議員からは、若者の夢へのチャレンジ支援についてということをご

質問があり、教育部のほうでは、小中学校での取り組みとしまして、国際交流事業、スポーツア

カデミー授業、今年度からは「きたひろ夢ノート」に取り組んでいることにつきまして答弁をし

ているところでございます。 

 ２ページ目でございます。木村真千子議員からの質問であります。 

 不登校対策についてということで、当市での実態を質問されております。平成２６年度におけ

る不登校児童は４名、全児童数に占める割合は０.１２％、不登校生徒は２６名で１.４２％である
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ことを答弁しております。また、スマートフォンによる相談体制の構築についてどう考えるかと

いう質問に対しまして、現在、みらい塾においてメールによる相談を受け付けていること、今後、

他市自治体での実施状況や課題を調査していきたいということを答弁しているところでございま

す。 

 さらに、小中一貫教育についてということで、引き続きその効果などについて調査研究してま

いりますということを答弁しております。 

 また、学校統廃合につきましては、再質問の中で年度内にまずは教育関係機関との意見交換を

開始したいと考えている旨、答弁していくところでございます。 

 ３ページ目でございます。藤田豊議員からの質問でございます。 

 まず、ＩＣＴ教育の充実についてということで、今後のタブレット型のコンピュータ導入の予

定について、今年度は中学校の校務用コンピュータに導入し、次年度以降更新を予定する小学校

の校務用コンピュータについても導入を予定しているという答弁をしております。また、デジタ

ル教材の概要について、全ての小中学校に学習支援のデジタル教材を導入しており、教科書の主

要５教科への拡大については、今後検討してまいりたいという答弁をしているところでございま

す。 

 また、小中学校図書館の利用実態についてというご質問に対しましては、平成２６年度の学校

図書における年間貸出冊数につきましては、小学校は１人当たり２４.１冊、中学校は１人当たり

５.５冊という結果を報告しているところでございます。 

 次に、中学校への図書館司書の増員につきましては、効果を引き続き検証してまいりたいとい

う答弁としているところでございます。 

 ４ページ目でございます。永井桃議員からの質問でございます。 

 学校給食費公会計化事業についての質問でございます。答弁としましては、平成２９年度に債

権管理の組織の一元化を市全体で構築する予定としたことから、学校給食費の公会計による運営

についても平成２９年度実施し、予定として現在事務を進めているということを答弁しているも

のでございます。 

 次に、５ページ目になります。板垣議員からでございます。 

 この質問につきましては、会計室のほうで校務用パソコンの入札契約について質問に回答して

おります。この中で、教育部に対しましても今回の校務用パソコンの選定の経緯、それと入札参

加予定業者への機種等の周知について質問があり、それに対して答えております。 

 続きまして、６ページ目、同じく板垣議員のほうから、学力テストについて、学校教育推進方

針の目的と前年度との変更点について答弁いたしました。また、学力テストについての意義につ

いて質問されております。学力テストの意義につきましては、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握、分析し、学校における児童生徒の教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるため

に実施しているものと考えているという答弁となっております。 

 また、小１プロブレム・中１ギャップについて、本市における現状の質問に対しましては、小

学校１年生が授業中に立ち歩いたりする場合があること、また、中学校に入学し、新しい環境に
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なじめず心身に不調を訴えたりする例もあることを答弁しております。 

 次に、小中連携教育への対応につきまして、当市では、今年度の学校教育の推進方針の重点と

して、学びや育ちの連続性、系統性、発展性を保障する小中連携教育の実践を掲げており、中学

校区単位で生かした学習生活習慣を助成するなどの取り組みを行っている現状について答弁をし

ているところでございます。 

 ７ページに移ります。鶴谷議員からのご質問になります。 

 高校等中途退学者への支援ということで、中途退学者の当市での実態について質問をされてお

ります。これに対しまして、市内に居住する高校生等の中途退学の状況については、把握してい

ないが、道立・公立高等学校における中途退学者は、平成２５年度において１,７６４人、全生徒

に占める割合は１.６％であり、ここ数年は横ばいで推移している旨答弁しているところでござい

ます。 

 続きまして、８ページ、田辺議員からのご質問になります。 

 配慮が必要な子供たちへの支援についてという質問の中で、通級指導教室の現状について質問

され、答弁としましては、北の台小学校の通級指導教室は現在教員２名体制で指導を行っている

旨答弁しているところでございます。 

 さらに、指導教室の中学校への設置についてという質問につきましては、特別教育支援員の配

置や学校における個別の指導計画などによる支援の充実が大切であると考えている旨答弁してい

るところでございます。 

 さらに、質問の中で、ディスレクシアの児童生徒の把握についてという質問に対し、ディスレ

クシアは、簡単にいいますと、知的発達に遅れはないのに、文字の読み書きが苦手な状態の子ど

ものことであり、これに対しましては、市内の現状としては１名がディスレクシアの診断を受け

ているので、現状、障害の程度に応じた指導を行っている旨答弁しているところでございます。 

 ９ページ目に移ります。稲田議員のほうからエコミュージアム知新の駅について、知新の駅の

利用者数、１年経過し、１万人を突破したということだが、現状についてどうなのか。さらには、

どのようなＰＲをされているか。知新の駅について教育の場面での働きかけをどうやっているの

かという質問があり、記載のとおり答弁しているところでございます。 

 次に、１０ページ目、谷浦議員からの質問でございます。 

 大学との連携によるまちづくりについてで、学校教育などとの連携についてどうしているのか

という部分で、私どもとしては、幅広い分野で連携しているという旨答弁しているところでござ

います。 

 下段に移りまして、小田島議員からの質問になります。 

 市民への健全な政治教育について質問があり、小中学校における政治教育については、中学校

の社会科、公民分野で民主主義や政治参加などについて学習することとなっている。また、体験

などの学習については、現在、生徒会役員選挙を実際の選挙で使用している投票箱で行うことや、

各政党の公約を比較するなどし、修学旅行時に国会議事堂の見学を行うとともに、委員会、本会

議でも法案質疑を模擬体験する参議院の特別体験プログラムに参加するなど、各学校での取り組
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みを紹介させていただいております。 

 以上でございます。 

○松本委員長 皆さんのほうから、何かありませんか。感想とか、提言とか。 

○佐藤委員 今、最後の紹介で、ちょっと気になったのですけれども、各学校において工夫した

取り組みを行っているところでありますとあったのですけれども、学校によって、統一している

わけではないということですよね。 

○櫻井学校教育課長 体験型という部分では、各学校で議会の取り組みがあると。当然授業はツ

ールに従って、各校と同じようなことをやっているのですけれども、体験型の中で体験型の学習

というのは、やっているところもあれば、どちらかというとやっていないところもあるという。 

○佐藤委員 それというのは、どうなのでしょうね。選挙にかかわる部分で、かたや経験があっ

て、かたや経験がなくてでいいのですか。 

○吉田教育長 基本的には民主主義や議会の仕組みとか、そういうことはみんな一律に学んでい

ます。 

○佐藤委員 教えるのですか。 

○吉田教育長 教えます。そのときに体験活動をつけるか、つけないかというのは、学校の判断

です。ですから、修学旅行のときに国会の模擬体験というプログラムがあるのですけれども、そ

れを選択する学校もありますが、必ず教育委員会がそれを選択せよとまでは言わないということ

です。それから、投票箱、こういう例は紹介していますので、もし選択希望してくれれば、教育

委員会としては提供するというスタンスです。 

○佐藤委員 なるほど、それ以上は入り込めないのですね。 

○吉田教育長 内容にまで余り踏み込み過ぎると、方法論まで全部縛ってしまうことになりかね

ません。そういう範囲で、今選択してもらって、紹介しながら、体験も必要だねという話をさせ

てもらっています。 

○松本委員長 全体的には、今後の課題というか、どういうふうに教育現場で受けとめて、共通

項とそうでない部分、内容的にどこまで踏み込むのか、その方法を含めて、これからがやはり課

題という側面が強いかもしれません。 

よろしいですか。 

○大山委員 同じページで、大学との連携のところなのですけれども、西部中学校の夏休み学習

会のボランティアは学生ということですけれども、その下の大曲小学校の放課後子ども教室も、

このボランティアも学生ということですか。 

○櫻井学校教育課長 道都大学との連携という部分なものですから、道都大学の学生がボランテ

ィアで中学校へ参加している部分での答弁だと思います。道都大で教育課程をとっている生徒が

大曲小学校のほうでボランティアをしていただいていると。 

○松本委員長 他はいいですか。 

○石井委員 ディスレクシアというのは、初めて聞きました。子供たちの、何というか。 

○佐藤委員 日本語で言うと大変だから英語にしているだけで。 



- 16 - 

 

○櫻井学校教育課長 なかなか、ないかもしれないですね。 

○石井委員 いろいろと、何とか障害とかと出てくる日本語というのは、余りいい感じではない

ですよね。 

○櫻井学校教育課長 学習障害の一つではあるのですけれども。 

○鹿野教育部次長 簡単に、ディスレクシアのことを読み書き障害と訳しているものなのですけ

ども、それだけでは、なかなか表現するのは難しいです。 

○佐藤委員 しゃべれることはしゃべれるのですね。内容も含めて。 

○櫻井学校教育課長 文書を見ていて、例えば誰かがこの文書を見て、例えば読み上げるのです

ね。今どこを言っているかが解らないという状況になるらしいのです。読んで、理解はしている

のだけれども、書くことが、漢字が解らないとかではなくて、書けないという障害があるそうで

す。学校では、今ここ読んでいるのだよと指で追っていってという対応をしている。これをマシ

ーンでやるものが後で出てくるデイジー教科書というのが、タブレットを使って、カラオケのよ

うに今ここ読んでいるよという状況を必要とするのが、このディスレクシアというものであるよ

うです。 

○吉田教育長 昔から、小学校１年生の教科書は字が大きいじゃないですか。「わかち書き」とい

って、文節で切れています。普通はそれを目で追いながら読み慣れて、２年、３年と段々字が小

さくなって繋がっていくのです。その時に、わかち書きでも文節で見れない場合、指でなぞって

読むような指導をします。それで大体はみんな読めるようになっていくのですけれども、どうし

てもできない子というのは、何らかの遅れが考えられますね。診断名をもらっているのは、市内

で一人ということです。 

○松本委員長 この原因は、分かっているのですか。 

○櫻井学校教育課長 なる原因は、わかっていないです。 

○大山委員 昔からあるのですか。 

○櫻井学校教育課長 昔からいたと思われるのですが、こういった名前がついているのは、最近

の話です。これが学習障害だということも、もしかしたら、今まではわからなかったのかもしれ

ない。 

○大山委員 多少大人になっていって改善されるかもしれないし。 

○櫻井学校教育課長 この子も個別の指導で、大分改善はしてきているらしいのですが。 

○松本委員長 具体的にはこういう、かつては気が付かなかったというのは、そういう障害の児

童生徒が出てきているので、それへの対応の話と、いま私が聞いたのは、なぜそういうことが、

もともとあったのか、最近増えてきているのかという、そこら辺のことが、今度は出産以降の子

育てとか、生活の習慣と絡む部分があれば、そこはそこで目を向けていかなければいけないとい

う、そういうことになっているわけです。そうすると、今のこういうものの障害というか、影響

なのかとか、一番言われているのは、一般論で言うと、ゲームみたいなものが脳を壊すという。

これはもう医学会では受けとめとしては常識になってきていて、いろいろな論文等が出てきてい

る。それと、これは直接関係するかどうかわかりませんけれどもということで、子育てという部
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分でどう検証していくのか。そういうことも大事だと思うのです。 

 他にないですか。 

○佐藤委員 最近多いですよね。 

○大山委員 結構奥まで突っ込んでいたり、結構細かいところを突いているのもありますね。 

○吉田教育長 理解を深めてもらうには、いいと思うのですけれども。 

○石井委員 関心を持っていただくというのが、いいのではないでしょうか。 

○松本委員長 他になければ、本日の予定の審議を終了いたしましたので、閉じさせたいただき

たいと思いますが。 

○吉田教育長 最後に、北広西高校の続きなのですけれども、こういうふうに最終的に指定され

て動きがあるという情報を受けています。もう一枚は、この間出張してきた内容が新聞に出まし

たので、報告も兼ねてご覧いただければと思います。 

 以上でございます。 

○松本委員長 皆さん、よろしいでしょうか。 

（はい） 

 

 

 ◎閉会宣言 

 

○松本委員長 それでは予定された議案すべて終了いたしましたので、以上をもちまして第 17 回の教

育委員会会議を終了させていただきたいと思います。ありがとうございました。 

午後４時１５分 閉会 

 

 

以上、会議を記録し、正確を期するためにここに署名する。 
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